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■研究開発事業の実績
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本校は平成28年11月に鳥取大学医学部と包括連携協力に関する協定を締結しまし
た。これを受けて、双方が有する専門的な知見・情報の共有や連携により、地方創生
にかかわる地域産業の振興と人材育成に貢献することを目的とした「医工連携研究セ
ンター」が創設されました。特に、鳥取県及び地域の産業界と連携し医療福祉分野の
共同研究や技術開発、また、医工学人材の地域協働教育による育成などを通じて地
方創生事業の一翼を担うことを目標としています。さらに、平成30年10月にはYMCA
米子医療福祉専門学校とも包括連携協力協定を締結することで、医療分野だけに
留まらず福祉・介護分野に亘る研究開発や地域協働教育にも取り組みを拡大してお
ります。

【協働教育事業実績：平成30年度】
○フロンティア工学セミナー（本科４年生対象）の実施（平成30年8月20日～21日）
○鳥取大学医学部教職員向けクロスオーバ講義（XO講義）Ⅰ実施
　（平成30年8月27日）テーマ：「ビッグデータと自己組織化マップ」
　米子高専教授　権田 英功 氏　　　
○第２回とっとり医工連携フォーラム実施（平成30年9月2日）
　基調講演「地域包括ケアと機器開発－宇宙医学から発想を得て－」
　講師：YMCA米子医療福祉専門学校 校長　河合 康明 氏
　とっとり医療機器開発成功事例発表(Needs &Manufacturing)
　「オーラルシェルの開発」
　講師：医学部附属病院副部長 中力 直樹 氏・(株)ケイケイ会長 内藤 邦武 氏

○鳥取大学医学部学生向けクロスオーバ講義（XO講義）Ⅰ－2実施
　（平成30年9月26日）
　テーマ：「鳥取県の現状と米子高専の医工連携への取り組み」センター長 大塚 茂 氏
　テーマ：「歯科用マウスピース Oral Shellの紹介」
　講師：鳥取大学医学部附属病院診療支援技術部副部長　中力 直樹 氏
○専攻科「複合社会技術論」（医工連携を内包したもの）講義
　後期に計３回実施（平成30年11月8日・11月15日・11月22日）
○進路研究セミナーにて「医工連携企業相談会」の開催（平成31年1月12日）
○数理データサイエンス講義「ゼロから学ぶAI(初級編)」の実施（平成31年3月7日）
○鳥取大学医学部教職員向けXO講義Ⅱ－1実施（平成31年3月15日）
　テーマ：「健康寿命の延伸：生活
　見守りシステムの研究」米子高専
　教授　松本 正己 氏
○鳥取大学医学部学生向けXO講
　義Ⅱ－2実施（平成31年3月27日）
　テーマ：「核磁気共鳴の基礎と医
　療診断への活用」米子高専教授
　田中　晋 氏

医工連携研究センター開所式セレモニー
（平成29年9月）

▲コントローラーユニットの
　共同開発
※（株）MICOTOテクノロジー社提供

▲シミュレーターロボットの
　口腔・鼻腔・咽喉頭の再現性検討
※（株）MICOTOテクノロジー社提供

医工連携研究センター

本校のキャリア支援は、1年生の高専OBによるキャリア講

演会、2年生のオープンファクトリーによる地元企業見学、

3年生での工場見学旅行による県外企業見学、4年生以上で

のインターンシップや進路研究セミナーの開催など、学年

進行に応じて自分の生き方を設計する力を身に付けるため

の体制がとられています。

景気動向などによらず、就職と進学ともに、ほぼ100%の進路決定

率を維持しています。これまでの先輩方の実績により、多くの企

業に『学校推薦制度』での採用試験に臨むことができ、就職活動に

多くの時間を費やすことなく学業に専念できます。

米子高専のキャリア支援は、自分が進むべき適性を判断するキャ

リア（職業・就業知識、実地経験）を身に付け、社会で活躍するため

の人生設計を支援しています。

キャリア支援室は、職業・就業知識を身に付けたり、実地経験を積み重ねる機会を提供することで学生一人ひとりの人生設計をサポート

します。 女子学生が多い米子高専では、女性のための身だしなみ講座を実施するなど、女子学生のための支援も積極的に行っています。

本校のキャリア支援は、地元企業（米子高専振興協力会）などと協力して行うオープンファクトリー（企業見学）のように、地域とともに取

り組む活動を行っている点に特徴があります。

学生相談室

高専ならではの一貫性のあるキャリア支援

卒業生の3～4割が、国公立大学や米子高専専攻科へ進学しています。各国公立大学には高専生入学枠が設けられているため、編入学試験

日程が重複しなければ複数の大学を受験することができます。また、米子高専専攻科に進学し、2年間の課程を修了しても大学と同じ学士

（工学）の学位が得られ、国公立大学の大学院へ進学することができます。

高専卒業生は、産業界からの評価が高く、景気動向にかかわらず企業から非常に多くの求人があります。

１００％の進路決定率

国立大学などへの多くの選択肢とずば抜けて高い求人倍率

【図1】進学者・就職者の割合（５年制終了時）

□進学（大学・専攻科）　□就職　□その他

【図2】求人倍率比較

【図３】就職（内定率2009～2018年度卒）

米子高専の一貫したキャリア支援
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進路指導
インターンシップ（10日間）米子高専生のための進路研究セミナー

共同研究等（特別研究指導）
進路指導、共同研究等（卒研）キャリア講演会など

校外実習（インターンシップ5日間） 
米子高専生のための進路研究セミナーなど

工場見学旅行（県外）

高専OBによるキャリア講演会など
校外研修旅行（オープンファクトリー：山陰の企業見学）
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キャリア支援室

本校には、学生一人ひとりがよりよい高専生活を送れるようにサポートする学生相談室があります。

勉強方法や友人関係、進級の問題、就職、進学や将来について、また、ストレスなどからくる不眠、体調不良

などの悩みごとを相談するために開設されています。勉強関係、進路などは教員の相談員、健康面は看護

師、不安や悩みなら専門のカウンセラー（臨床心理士）、精神科医がそれぞれのケースに応じて面談してい

ます。

学生相談室

2018年度

●医療シミュレータや医療器具の共同研究・開発
●医療・福祉ロボットのプリント基板等に関する研究開発
●移乗移動ロボットの運転性向上のための研究
●ウェアラブルな動脈硬化度測定システムの研究・開発
●うつ病のサブタイプ分類を可能にするスクリーニングツールの開発
●サービス付き高齢者向け住宅の要介護フェーズに応じた地震時
　防災・避難の計画立法方法

■医工連携研究のための開発シーズ例
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■主要設備
●加速度脈波測定システム　ユメディカ アルテットC
●光電脈波計（日本光電社製）MPP-4000シリーズ
●サーモトレーサー （NEC 三栄） TH7102WV
●単結晶X線結晶回析D8 Quest（Bruker社製品）
●核磁気共鳴スペクトル（Bruker社製品）
●GPUサーバ・nVIDIA P100×4（㈱HPCテック社）
●ホログラフィックコンピュータ Microsoft HoloLens
●医療用シミュレータロボットmikoto（㈱MICOTOテクノロジー社）
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